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平成29年度　乳幼児教育ビジョン推進事業

乳幼児教育フォーラム

【乳幼児教育ビジョン推進事業】

乳幼児教育フォーラム

Ⅰ部 【特別講演】 13時～
講師：白梅学園大学大学院 特任教授 無藤 隆氏

元お茶の水女子大学教授、元お茶の水女子大学子ども発達教育研究センター教授、

元白梅学園大学学長、元白梅学園大学子ども学部教授。

文部科学省・中央教育審議会教育課程部会委員、内閣府子ども・子育て会議委員はじめ

保育・幼児教育に関する政府審議会・調査研究会等の座長等を多く務める。

Ⅱ部【乳幼児教育ビジョン推進事業 報告会】 14時30分～
指導・助言：白梅学園大学大学院 特任教授 無藤 隆氏

神戸大学大学院 准教授 北野 幸子氏
広島国際大学、福岡教育大学を経て現職。日本保育学会理事、環太平洋乳幼児教育学会理事。

平成25年より本市事業の全体指導、質向上研修講師等として関わる。

Ⅲ部【交流会】 17時30分～

文部科学省委託事業：幼児教育の推進体制構築事業

舞鶴市では、 歳から 歳までの切れ目ない質の高い教育の充実を目指し、保育所・幼稚園、小・中学校の
先生がいっしょに学び合う研修を実施しています。特に 歳から 歳までの教育については、「乳幼児教育ビ
ジョン」に揚げる基本理念「主体性を育む乳幼児教育」に基づき、また、保育所保育指針、幼稚園教育要領な
どの改訂等内容をふまえながら「子どもを主体とした保育」や「保幼小連携」などのテーマに沿って公開保育や
可視化の記録（ドキュメンテーション等）の研修等に取り組んでいるところです。それら研修の成果等の報告も
含め、これからの乳幼児教育について考えます。

【日時】 平成29年12月23日（土） 13時～16時45分
【会場】 舞鶴市商工観光センター ５階コンベンションホール (舞鶴市字浜66）

【主催】 舞鶴市 【定員】 300名

文部科学省・中央教育審議会教育課程部会委員、内閣府子ども・子育て会議委員はじめ

氏

平成 年 月 日（土） 舞鶴市商工観光センター コンベンションホール

時 分～ 受付

時～ 開会

時 分～
時 分

Ⅰ部 【特別講演】
『未来を担う子どもたちへ これからの乳幼児教育
～保育所保育指針、幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保
育要領の改定（訂）より～ 』
講師：白梅学園大学大学院 特任教授 無藤 隆氏

時 分～
時 分

Ⅱ部【乳幼児教育ビジョン推進事業 報告会】
・質向上研修～子どもを主体とした保育、保幼小連携のテーマをもとに公開保育

や可視化の記録等を通じて学んできたことを報告します。

・保幼小接続カリキュラム策定会議
～来年度策定予定の「まいづる 」（仮称）について経過を報告します。

指導・助言：白梅学園大学大学院 特任教授 無藤 隆氏
神戸大学大学院 准教授 北野 幸子氏

※16時４５分～
時３０分

企画【ドキュメンテーション展示】
・各園で書いているドキュメンテーションを展示します。ぜひ､ご覧ください。

時 分～
時 分

Ⅲ部【交流会】
参加費： 円（当日お支払いください）

☆参加はどなたでもできます。講師の先生方を始め、いろいろな方と交流を深
めていただきますよう、ぜひご参加ください。
☆会場準備の間しばらくお待ちください。

日 程



Ⅰ部 特別講演 「未来を担う子どもたちへ これからの乳幼児教育 

            ～保育所保育指針、幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領の改定(訂)より～」 

             白梅学園大学大学院  特任教授 無藤 隆 先生 

【幼児教育としての共通性の確保】 

◎3歳以上の幼児教育を、同一のものに

するために『幼稚園教育要領』『保育所保

育指針』『幼保連携型認定こども園教育・

保育要領』の3法を同じ内容にした。 

◎共通性として、子どもの主体性と保幼

小の接続を大切にしなければならない。 

◎主体的な保育が、家庭保育を補い、保

育格差を埋めていく。 

◎背景として、小学校就学前の就園率

が、幼稚園・保育所で同じ割合になり、研

究の積み重ねから、幼児教育の質が小

学校以降の成長や、非行率に大きく関わ

ることが分かり、幼児教育が幼児期に不

可欠の教育であることが認識された。 

【幼児教育と小学校以上の教育と貫く柱

を確保する】 

◎資質・能力によって、幼児教育と小学

校以上の学校教育で育成される子どもの

力を共通に表し、土台となるように、子ど

もの基本となる力に注目する。 

◎知識・技能、思考力・判断力・表現力

等、学びに向かう力・人間性等、という三

つの柱を基本とすることが大切であり、早

期教育は意味がないと考えられる。 

【幼児教育の構造】 

◎園に来て帰るまでに出会う全てのもの

が環境であり、出会うもの見るもの全てに

意味を持つ。それが環境を通した保育。 

◎子どもは発達的に集中力が短く、様々

な所に興味が移る。子ども達が物事に積

極的に関わり、主体的な生活・自発的な

遊びを行うためには、保育者の工夫が必

要である。 

◎保育者の援助は、能動的な関わりが大

切である。 

【幼児教育の資質・能力】 

◎「知識及び技能の基礎」 

・気付くということは、物の特徴が分かると

いうこと。 

◎「思考力・判断力・表現力等の基礎」 

・物の特徴に

気付く。遊び

ながら、何か

を作りかえた

り、考えたり、

試したり、工夫

したり、表現し

たりしながら、

考える力を伸

ばすこと。 

◎「学びに向

かう力・人間

性等」 

・意欲とはやってみたい、作ってみたい、と

心が動かされる瞬間。 

・態度とは、自分がやりたいことを頑張り、

よりよい生活を営もうとすること。 

【幼児期の終わりまでに育ってほしい姿】  

◎資質・能力は、ねらい及び内容に基づく

活動全体を通してが育まれるものである。 

◎「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

は、ねらい及び内容に基づく活動全体を通

して資質・能力が育まれている幼児の幼

児期修了時の具体的な姿であり、保育を

行う際に考慮するものである。 

◎「～ようになる」という表記は、年齢なりの

育ちつつある姿であることを表している。 

◎「健康な心と体」 

・充実感がキーワード。心と体を十分に働

かせ、見通しをもって行動し、自ら健康で

安全な生活をつくり出す。 

◎「自立心」 

・自分で気づき、環境に主体的に関わり

様々な活動を楽しむ中で、自分の力で行

うために考えたり（思考力）、工夫したりしな

がら、諦めずにやり遂げることで達成感（学

びにむかう力）を味わいの部分がポイント。 

【乳児保育の充実】 

◎始まりは乳児。3つのねらいを大切に保

育にあたること。 

・健やかに伸び伸びと育つ⇒健康 

・身近な人と気持ちが通じ合う⇒人間関

係 

・身近なものと関わり感性が育つ⇒環境  

【幼児教育と小学校教育の接続】 

◎幼児期の教育が、小学校以降の生活

や学習の基盤の育成につながることに配

慮する。 

創造的な思考や主体的な生活態度など

の基礎を培う時期。 

◎幼児期に育まれた資質・能力を踏ま

え、小学校の教育が円滑に行われるよ

う、小学校の教師との意見交換・合同研

修などで、「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」を共有し、円滑な接続を図る。 

【小学校におけるスタート・カリキュラム】 

◎幼児期の教育を通して育まれた資質・

能力を踏まえて教育活動を実施し、子ど

もが主体的に自己を発揮しながら学びに

向かう事が可能となるようにすることが大

切ある。 

◎幼児期に、自発的な活動としての遊び

を通して育まれてきたことが、各教科にお

ける学習に円滑に接続されるよう、生活

科を中心に、合理的・関連的な指導や弾

力的な時間割の設定など、指導の工夫

や指導計画の作成が必要である。 

今後の幼児教育、
そのポイント

幼稚園教育要領、保育所保育指針、
幼保連携型認定こども園教育・保育要領、

小学校学習指導要領の改訂を受けて

無藤 隆（白梅学園大学）
１

講演資料 

１．幼児教育としての共通性の確保
 歳以上の幼児期の施設での教育を｢幼児教育｣と呼ぶ。
幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども
園教育・保育要領の 歳以上について、共通の記載とする。

保育内容の 領域はすべての幼稚園・保育所・認定こども園
の 歳以上について同一のものが指導される。

背景として、小学校就学前の就園率が幼保で同じ程度に
なったことと、研究や実践の積み重ねから幼児教育が幼児
期に不可欠の教育であることが認識されたことなどがある。

２

講演資料 

２．幼児教育と小学校以上の教育を貫く柱を確保する

資質・能力によって、幼児教育と小学校以上の学校教育で育
成される子どもの力を共通に表す。

知識・技能、思考力・判断力・表現力等、学びに向かう力・
人間性等、という三つの柱を基本とする。

それらは知的な力と情意的また協働的な力からなる。相互に
循環的に育成されていく。

３

３．幼児教育の構造

4

４

４．幼児教育の資質・能力
（1）「知識及び技能の基礎」

豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かったり、できるよ
うになったりする

（2）「思考力・判断力・表現力等の基礎」
気付いたことや、できるようになったことなどを使い、考えたり、試
し たり、工夫したり、表現したりする

（3）「学びに向かう力・人間性等」
心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとする5

５

６．10の姿（その１、２）

ア健康な心と体

幼稚園生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって
心と体を十分に働かせ、見通しをもって行動し、自ら健康で安全な
生活をつくり出すようになる。

イ 自立心

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなければ
ならないことを自覚し、自分の力で行うために考えたり、工夫した
りしながら、諦めずにやり遂げることで達成感を味わい、自信を
もって行動するようになる。

７

６．10の姿（その３、４）
ウ協同性

友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の
実現に向けて、考えたり、工夫したり、協力したりし、充実感を
もってやり遂げるようになる。

エ道徳性・規範意識の芽生え
友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分かり、
自分の行動を振り返ったり、友達の気持ちに共感したりし、相手の
立場に立って行動するようになる。また、きまりを守る必要性が分
かり、自分の気持ちを調整し、友達と折り合いを付けながら、きま
りをつくったり、守ったりするようになる。

８

６．10の姿（その５）
オ社会生活との関わり

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人
と触れ合う中で、人との様々な関わり方に気付き、相手の気持ちを
考えて関わり、自分が役に立つ喜びを感じ、地域に親しみをもつよ
うになる。また、幼稚園内外の様々な環境に関わる中で、遊びや生
活に必要な情報を取り入れ、情報に基づき判断したり、情報を伝え
合ったり、活用したりするなど、情報を役立てながら活動するよう
になるとともに、公共の施設を大切に利用するなどして、社会との
つながりなどを意識するようになる。 ９

６．10の姿（その６）
カ 思考力の芽生え

身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなど
を感じ取ったり、気付いたりし、考えたり、予想したり、
工夫したりするなど、多様な関わりを楽しむようになる。
また、友達の様々な考えに触れる中で、自分と異なる考え
があることに気付き、自ら判断したり、考え直したりする
など、新しい考えを生み出す喜びを味わいながら、自分の
考えをよりよいものにするようになる。 １０

６．10の姿（その７）
キ自然との関わり・生命尊重

自然との関わり・生命尊重自然に触れて感動する体験を通して、自
然の変化などを感じ取り、好奇心や探究心をもって考え言葉などで
表現しながら、身近な事象への関心が高まるとともに、自然への愛
情や畏敬の念をもつようになる。また、身近な動植物に心を動かさ
れる中で、生命の不思議さや尊さに気付き、身近な動植物への接し
方を考え、命あるものとしていたわり、大切にする気持ちをもって
関わるようになる。

１１

６．10の姿（その８、９）
ク数量・図形、文字等への関心・感覚

遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験を重ね
たり、標識や文字の役割に気付いたりし、自らの必要感に基づきこれ
らを活用し、興味や関心、感覚をもつようになる。

ケ言葉による伝え合い
先生や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊
かな言葉や表現を身に付け、経験したことや考えたことなどを言で伝
えたり、相手の話を注意して聞いたりし、言葉による伝え合いを楽し
むようになる。

１２

５．幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

資質・能力は、第２章に示すねらい及び内容に基づく活動
全体によって育むものである。

次に示す「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、第
２章に示すねらい及び内容に基づく活動全体を通して資
質・能力が育まれている幼児の幼稚園修了時の具体的な姿
であり、教師が指導を行う際に考慮するものである。

６
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７．乳児保育の充実
１ ．乳児保育に関わるねらい及び内容

ア：健やかに伸び伸びと育つ

健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力の基盤を培う。

イ：身近な人と気持ちが通じ合う

受容的・応答的な関わりの下で、何かを伝えようとする意欲や身近な大人

との信頼関係を育て、人と関わる力の基盤を培う。

ウ ：身近なものと関わり感性が育つ

身近な環境に興味や好奇心をもって関わり、感じたことや考えたことを表

現する力の基盤を培う。
１４

８．１歳及び２歳の保育（その１）
２ ．１歳以上３歳未満児の保育に関わるねらい及び内容

ア ：健康
健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力を
養う。

イ： 人間関係
他の人々と親しみ、支え合って生活するために、自立心を育て、
人と関わる力を養う。

ウ： 環境
周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもって関わり、それらを
生活に取り入れていこうとする力を養う。

１５

８．１歳及び２歳の保育（その２）
２ ．１歳以上３歳未満児の保育に関わるねらい及び内容

エ： 言葉
経験したことや考えたことなどを自分なりの言葉で表現し、相
手の話す言葉を聞こうとする意欲や態度を育て、言葉に対する
感覚や言葉で表現する力を養う。

オ： 表現
感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して、
豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊かにする。

１６

９．幼児教育と小学校教育の接続
５ 小学校教育との接続に当たっての留意事項

幼稚園においては、幼稚園教育が、小学校以降の生活や学習の基
盤の育成につながることに配慮し、幼児期にふさわしい生活を通し
て、創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培うようにする
ものとする。

幼稚園教育において育まれた資質・能力を踏まえ、小学校教育が
円滑に行われるよう、小学校の教師との意見交換や合同の研究の機
会などを設け、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有す
るなど連携を図り、幼稚園教育と小学校教育との円滑な接続を図る
よう努めるものとする。

１７

１０．小学校におけるスタート・カリキュラム（その１）

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導を工
夫することにより、幼稚園教育要領等に基づく幼児期の教育
を通して育まれた資質・能力を踏まえて教育活動を実施し、
児童が主体的に自己を発揮しながら学びに向かうことが可能
となるようにすること。

１８

１０．小学校におけるスタート・カリキュラム（その２）
また、低学年における教育全体において、例えば生活科において育
成する自立し生活を豊かにしていくための資質・能力が、他教科等
の学習においても生かされるようにするなど、教科等間の関連を積
極的に図り、幼児期の教育及び中学年以降の教育との円滑な接続が
図られるよう工夫すること。特に、小学校入学当初においては、幼
児期において自発的な活動としての遊びを通して育まれてきたこと
が、各教科等における学習に円滑に接続されるよう、生活科を中心
に、合科的・関連的な指導や弾力的な時間割の設定など、指導の工
夫や指導計画の作成を行うこと。

１９

１１．幼児教育－質の時代へ（その１）
１． 幼稚園、保育所、認定こども園の幼児教育としての共通化

２．学校教育の土台としての位置づけ

３．"教育及び保育"の考え方

４．支援体制の確立
・市町村担当者の専門化
・幼児教育センター、アドバイザー

５．研修体制の確立
・キャリア別研修
・義務づけ、報償との連動

２０

６．10の姿（その10）

コ 豊かな感性と表現

心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な
素材の特徴や表現の仕方などに気付き、感じたことや考え
たことを自分で表現したり、友達同士で表現する過程を楽
しんだりし、表現する喜びを味わい、意欲をもつようにな
る。

１３

１１．幼児教育－質の時代へ（その２）
６．養成課程の質保証
・再課程申請
・教員の実践化、実践研究化

７．無償化、法令化、処遇改善、第三者評価

８．資格の高度化
・保育士の高度資格
・修士修了者の位置づけ
・実践的研究者の育成

９．情報の交換と普及の仕組みの構築

10．研究拠点の構築とエビデンスの積み上げ ２１

Ⅱ部 報告会 

乳幼児教育ビジョン推進事業 報告 
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子どもを主体とした保育 報告 
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公開園からの報告 

Ｑ初めて公開保育を受けていただき

ました。その中で学んだこと、公開

をきっかけに変化したこと等教えて

ください。 

 

【5歳児担任より】

 「主体性・自主性をもって遊べる環境構

成」「ふりかえり」「１０の姿」を意識するよう

になったのが大きな変化だと思います。 

 

 「主体性・自主性をもって遊べる環境構

成」については、学年が小さいとそれにま

かせる上では、危険を伴わないか、など

不安もありました。しかし、子ども達の成長

や時期をみて様子が安定し見通しがもて

るようになると、今、どんなことに興味を

持っているのかを見ながら遊びやすい環

境を工夫するようになりました。 

 ３歳児では、今までおもちゃが部屋中に

ちらばっていましたが、おもちゃコーナーの

高さや置き方などを変えたことで遊び方が

変わったと感じています。 

また、使えることを見極めたうえで、ハサミ

なども自由に使えるようにすると、作りたい

ものを作って制作を楽しみ、片付けも上手

になりました。 

 4・5歳児でも、少しでも遊びの興味・関

心の幅が広がるようにと、常に廃材を置く

ようにしたり、外遊びでも何に興味を持っ

ていそうかを見極めて、それが発展してい

くような工夫や仕掛けをいっそう心がける

ようになりました。 

 遊びを子ども達の主体性にまかせたこと

で、子ども達自身も、考えたり工夫すること

が自然にでき、以前よりも意欲的に遊ぶよ

うになったと思います。 

 

 「ふりかえり」については、昨年度の幼小

連携をきっかけに、少しずつ取り組み始め

てはいたのですが、公開を受けることをま

たきっかけにし、どの学年でも「ふりかえり」

をするようになりました。なかなか発言でき

ない子に対しては、無理強いはせず待っ

てみたり、聞くだけの参加でもよいことにし

ています。4・5歳児では、友達の話すこと

もよく聞き、相づちをうったり共感したりでき

る姿もみられるようになりました。自分の話

を聞いてほしいし、話すことが楽しくなって

きているようです。 

 「１０の姿」を、遊びをみながら意識する

ようになりました。そして子ども達の姿から

それらが見えてきたことで、自分の保育が

間違っていないと思え、安心感につながり

ました。また、これを保護者と共感していく

ことも大切だと考えています。保護者は子

育てに熱心な人が多いので、私たちの思

いや「１０の姿」の大切さ、遊びを通して子

ども達が力をつけ育っていることをこれか

らもクラスだよりなどでうまく保護者に返し

ていきたいと思います。 
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Ｑ遊びを楽しく、おもしろくための工夫や保

育者の意図を感じる豊かな環境でした。

また、教材も充実しており、日々、研究さ

れていることがうかがえました。 

環境構成にあたり、どのようにされている

のか教えてください。 

【5歳児担任より】

環境設定にあたっては、子ども達の中

に育ってきたものに基づくことを鉄則として

います。乳児組では、遊び道具の種類や

置き方には、子ども達の知的な育ちや、運

動機能の発達などを考慮にいれます。

又、幼児組では、遊びに応じて、机の高さ

や置き方を調整したり、製作コーナーで

は、子どもの育ちと遊びを見ながら、その

興味や発達に応じて、種類や数を少しづ

つ増やしていっています。 

 又、まだ十分に遊べない時期と、どんど

ん遊べるようになっている時期、更にその

先の時期とでは各コーナーの配置も変え

なくてはならないと考えています。たとえば

色水のコーナーでは、4月であれば机に数

人分の道具を並べたり、花殻や石鹸など

を置いてみたりし、やりたい子がすぐに取っ

て遊べるようにします。それを使い、満足

いくまで遊び込んだあと、時期を見計らい

新たな誘い水を加えていきます。今年で

すと、柚子やレモン汁、小麦粉、片栗粉、

炭酸ソーダなどを置いてみました。する

と、同じ遊びの繰り返しの中に、新しい変

化や気づきが生まれます。自分のイメー

ジした色水とまったく別の色水が出来上が

ることがあるのです。ここで子ども達は驚き

や発見、不思議を感じると共に、４・５歳児

になると比較や見立て、実験などの姿も

見られるようになってきます。又、出来上

がった色水やケーキは作品です。大切に

取り扱うと共に、誰しもが目にできるような

掲示を工夫することも次の遊びへとつなが

る環境になります。 

 十分に遊び込んだ後には、個々にこだ

わりが生まれ目標を持った遊びへと深化

していきます。例えば、「金色のスペシャ

ルジュースを作る」と探求を始めた子があ

りました。これは単に何と何を混ぜればで

きる、というものではありません。自分のイ

メージに近づける為に材料の工夫はもちろ

ん、その量や擦り方の力の入れ具合、更

には光の当て方にまで工夫する姿が見ら

れました。公開の日の子ども達はまさにこ

の段階にあったのです。 

 環境設定にあたっては、遊びの没頭と

停滞の見極めも大切だと考えています。

没頭している時には、そこに違いが生まれ

るような工夫や、遊びがより盛り上がって

いくような工夫をし、停滞している時には、

こういうことも出来るんだと、新しい気づき

が生まれるような工夫をし、遊びの見取り

や記録を行っています。 

 実際のことで言うと、没頭している時の

「違いが生まれるような工夫」とは例えば

色水のコーナーでいうと、先程の柚子やレ

モン汁、小麦粉、片栗粉、炭酸ソーダを

置いたことであったり、大きさや形の違うグ

ラスを用意したことなどが当てはまります。

又、「遊びがより盛り上がっていくような工

夫」とは、ごっこ遊びをイメージできるような

カウンターを置いたことなどがそれです。 

停滞している時の「こういうことも出来るん

だと新しい気づきが生まれるような工夫」

とは、保育士がモデルとなり遊びにはいっ

たり、見本を置いてみたりすることです。 

 又、園庭全体としての風景や遊びと遊び

の距離感にも気を配っています。例えば、

3歳たんぽぽドームは最初、園庭の端の方

で後ろを向いて並んでままごとをして遊ん

でいました。その環境のなかでは、個々に

没頭して遊び込む時期をたっぷり満喫し

たと考えます。その後の子ども達に必要な

環境は、会話が生まれてくるような場で

す。子ども達が丸くなって、お互いの遊び

を目にしながら楽しい会話が生まれる姿を

想像し、たんぽぽドームの位置を変えてみ

ました。予想どうり、そこでは、やりとりや会

話が生まれ、ごっこ遊びへと発展していま

した。 

 環境はただ置けばいいのではなく、子ど

も達の姿からより良く変えていけるよう、日

ごろから子ども達の様子を職員間で共有

することにも努めています。子どもがこんな

事をしていた、こんな事を言っていた、こ

んな発見をしていた、その事から「これを

置いたらどうなるかな」「この場所よりこっち

の場所の方がよいのでは」など日々見直し

をおこなっています。 
 

Ｑ遊びがつながっている、遊びの本質（学

び）がつながっていると感じます。公開保

育前から、公開後につながっている遊び

があれば教えてください。

 秋になると、子ども達の知的な学びは更

につながりや深まりを見せてきます。それ

に合わせ、戸外でしてきた遊びを室内で

更に本物で展開しようと、年長組でお芋

屋さんごっこを企画しました。ここに至るま

での活動のつながりは、苗植えから経過

観察、収穫、栄養であるデンプン取り、デ

ンプンからのわらび餅作り、そして最後、

実際のさつま芋を口に入れる所まで活動

がつながっています。お芋屋さんごっこの

企画は、保育士側からの意図ももちろん

ありますが、子ども達が泥のケーキを見な

がら「これ食べたいなあ。でも食べたらゲ

エーでるけど」などと話していたこともきっ

かけの一つです。 

 お芋屋さんごっことは、さつま芋を切って

ホットプレートで焼き、お店を開こうというも

のですが、全員で一斉に一回きりの活動と

して体験させるのではないのが当園のこだ

わりです。こうした活動も遊びの一貫とし

て、子ども達の主体性を大切にしていま

す。その為に最初に行ったのは選択で

す。今回はさつま芋カレー作り、お芋屋さ

ん、わらび餅作りの三つから選択の末、そ

れぞれ意志の決定を行いチームを作りま

した。色々な経験を重ねてきた子ども達

は、常に自分の選択肢をもち、遊びや活

動を選ぶことが可能です。自分で決めるこ

とこそが主体性の基となると考えていま

す。やりたい子が集まるチームの中では同

じ目的の基、イメージを共有した話し合い

が充実し、やり方やそれまでに必要な準

備について意見を出し合います。 

 お芋屋さんチームの最初の話し合いで

「型を抜く」「ホイップで飾る」といった言葉

が出てきたのは戸外での遊びの経験があ

ればこそと感じます。このようにして当園で

は5歳児はチームでの話し合いを基にした

活動展開を大切にしています。 たくさん

出てくる意見を、とりあげたり、つなげたり、

まとめたりするのは保育士の役割です。こ

のようにして話し合うことで、皆で吟味し、

それぞれに見通しをもって実行する事に

なります。話し合いは活動後「振り返り」と

しても行います。そこから、「今日はどう

だった」「次はどうしたい」という次へのきっ

かけやつながり、見通しが生まれます。 

 1回目の活動後の振り返りの中には「石

鹸ホイップは水で固さが変わるけど、本物

のホイップは固くするのが難しい」と言った

言葉や、「チケットがあったほうがいい」とい

う言葉「最後の人の芋は固くなってしまう」

という言葉がありました。 

 ２回目にはさらに、ホイップの固さを追求

したり、工夫をこらしたチケットを作ったり、

最後の人までおいしく食べてもらえるようス

チコンで下準備したり、このほかお客さん

をお迎えするためのウエルカムボード作

り、おもてなしの心を表すお花飾り、巧な

言葉での接客も見られるようになり、より本

物らしく、より人にみせようという「他者」と

いう視点がうまれていました。その際の振

り返りには「さつま芋は固くて型を抜くのが

たいへんだった。デンプン取りの時と同じで

黄色が一番固くて、次に紫色、オレンジ色

が一番柔らかい」という言葉などがあり、１

回目の言葉も含め、戸外での、ごっこ遊び

の中での体験や、さつま芋収穫、デンプン

とりの体験から、学びがどんどんつながっ

ていることを実感します。 

 このようにして進めていくと、活動中も保

育士が「やりましょう」と号令をかけるような

ことはまったく必要ありません。話し合いを

基に、子ども達は心づもりをしながら思い

を実現させていきます。当園で大切にして

いることは思いを実現できる場を作ってや

ること。この場こそが当園の環境設定その

ものなのです。
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保幼小連携 報告 

池内幼稚園 

なかすじ保育園 

中筋小学校 

【1年生担任より】 

昨年度から、なかすじ保育園、池内幼

稚園との連携活動を行ってきて、２年目と

なります。昨年度の反省を踏まえて本年

度の連携活動を計画しました。昨年度の

大きな反省点としては、小学校主導の計

画、実践であったということでしたので、日

程、内容については昨年度の計画を基に

しながら保育園、幼稚園と事前の話し合

いを通して具体化していきました。小学

校は、生活科の時間をベースに活動しま

した。その取り組みについて概要を紹介さ

せていただきます。 
５月に年間計画作成のための会議を持

ち、７月,・９月・１０月・１１月・２月の交流

活動を計画し、３月をまとめの月としまし

た。前年度は、２園が混合で４学級ある1

年生とペアになっていましたが、本年度は

１年生が３学級であり、保育園１学級、幼

稚園２学級でしたので、人数の違いがある

ものの、園児の安心感と担任の園児把握

を考え、学級ごとのペアを作って交流を持

つことにしました。（なかすじ保育園１３名

と中筋小学校２９名、池内幼稚園３５名と

中筋小学校２９名が２グループの編成で

行ったということです。） 

距離のある池内幼稚園はバスでの来

校となりますが、なかすじ保育園は学校の

前ですぐに来ることができるので、なかすじ

保育園だけ7月のどうぞよろしくの会を事

前に学校に来て行うという変則的な活動

も行いました。 

日程においては、それぞれの校、園の

行事を優先させ、１校２園が常に一堂に

会するばかりなく、７月の学校のグランドで

の「水遊び」と９月の近くの原 っぱでの「虫

探し」は、園ごとに交流を行いました。 

１０月は少し遠出して秋見つけをすると

いうことや、大人の目が多いほうがよいの

ではないかということ、11月の公開授業は

全員で取組もうという確認をしていました

ので、同日の活動としました。「秋のたから

ものでおもちゃ作りをする。」ということで、

活動日以前にも、１年生なりに相手のこと

を思いながら、容器や秋のたからもの（自

然物）を集める姿が見られ、子どもたちの

つながりが、出会っている時だけではなく

なっていると感じました。 

公開授業については、学校行事との関

係からではありましたが、あえて場所を学

校の体育館と保育園の遊戯室とに分かれ

て行いました。おもちゃ作りの活動は、ペア

を中心として行いました。 

 次に、これらの取組を振り返り、学ばせて

いただいたことを話させていただきます。 

 学級ごとにペアを組んだことについては、

活動時に児童の把握がしやすかっただけ

でなく、担任同士の交流が深まり、活動の

させ方などその都度の話合いも持つことが

できました。また、担任がそばにいることか

ら、助言もしやすく、特に園児が安心感を

持って活動していたと思います。 

 池内幼稚園については、バスでの来校と

いうことで、いつも一緒でなければと考えて

いましたが、２学級を別日の設定にするな

ど、一緒に活動する人数が少なかった方

が児童、園児にとって活動しやすかったの

ではないかと感じています。 

 公開授業では、学校の体育館と保育園

の遊戯室といった部屋の広さと作業をす

る場に違いがあり、児童、園児にとって適

切な空間や作業場所の設定など、環境

設定を考えることが大変重要であるという

ことがよく分かり、一斉のあり方を考えさせ

られました。また、園児が学校に来るだけ

でなく、児童が園に行って活動する機会も

考えてよいのではないかということも助言し

ていただきました。 
本年度の連携活動を通して、保幼小の

連携の持ち方や保育園、幼稚園で育てて

いただいた力をもとに、１年生の子どもたち

の気付きを高め思考を深めるために何が

必要かを学ばせていただきました。 

【5歳児担任より】 

 いつもと違う環境で戸惑う様子や不安な

様子も見られる子もいましたが、小学生の

お兄さん、お姉さんに声をかけてもらい回

数を重ねて遊ぶ中で少しずつ表情も和ら

ぎ、「楽しかった」との声が聞こえてきて、

私もとても嬉しかったです。 

 公開授業の製作でも導入の構成や、空

間の使い方等、子どもたちがどうすれば自

然に関わり遊びに夢中になれるか…という

こともやってみて気付き学ぶことがありまし

た。 

 保護者の方からも、「就学前に交流授

業がたくさんあり嬉しい」という声が聞か

れ、子どもたちも小学生のお兄さん、お姉

さんと一緒に過ごす中で、憧れや学校へ

の期待が高まりました。 

 幼稚園では見られない一面も見ることが

でき本当にいい機会となりました。 

 ありがとうございました。 

【5歳児担任より】 

 本年度は、保育園からも意見を言わせ

てもらい、園児たちも一年生に想いを伝え

る機会が持てるよう、小学校と園の担任

同士の連携を重要視し、準備を進めて取

り組みました。 

 はじめに、子どもたちの姿を見ていて、す

ぐに小学生と交流しましょうといっても難し

いと感じ、小学校が目の前にある利便性

を活かし、直接小学校に行き顔合わせを

したり、手紙の交換を行う等、春からいくつ

かの交流を続けました。 

 それによって、ペアになる一年生の名前

と顔を自然に覚え、公開時の交流では、

一年生の真似をしたり、難しいところを聞

いたりする姿も見られ、春からの交流が段

階的に深まっていることを実感しました。 

 この連携事業の取組によって、これま

で以上に、園児たちの入学に対する不安

が取り除かれ、期待を膨らませて入学す

ることができると感じました。 
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保幼小接続カリキュラム 報告 

【副会長より】                            

策定会議の目的・・0歳から15歳の子ども

の成長の視点に立ち、成長に合わせた円

滑な教育の流れを構築するため、保幼小

中の教員がともに学ぶ連携の機会を持

ち、乳幼児期の学びと育ちを学校教育に

つなぐ切れ目のない質の高い教育につい

て理解を深める。 
 

保幼小連携活動（生活科の授業）を中

心に、小学校、中学校、小中連携活動な

ど、様々な授業をみせていただく機会をい

ただいた。多くの保幼小連携活動を参観

させていただく中で、実際に、多くの写真

をとり、子どもの会話に耳をすませ、記録

をもとにいざ「シートにまとめよう」とするが、

初めの頃はどの場面を選ぶかが難しく、

迷った。シートを作成する中で、指導者

が、子どものどんな姿を育てるために、働

きかけ、子どもにどんな変容が見られたか

に視点を当てて作成した。授業を見る中

で、いつも感じたことがあった。幼児であっ

ても、活動を通して、新たに気付いたり、

発見したり、友達と、または小学生と一緒

に調べたり、試行錯誤しながら工夫改善し

たりする、主体的に生き生きと活動する姿

があった。自分の作った作品を自慢げに

見せて話す姿があった。そして、回を重ね

ることに、ペアの子の名前を覚え、幼児を

やさしくリードする小学生。子ども同志で仲

良く相談しながら、どんどん工夫を重ねて

いく発想力に感動するとともに、乳幼児期

の遊びや生活の中に、すでに学びが確か

に芽生えていることを実感した。 

学びの芽生えを小学校の学習にどう円

滑につなげていくかを考えたとき、策定委

員の先生方とシートをもとに交流する中

で、幼児期の姿や小学校期の姿をお互い

が理解し合い、育てたい10の姿を共通の

言語として共有し、教育観や評価観を共

有しながら、連携活動の場を工夫したり、

それぞれの発達段階においてどんな力を

つけるのかを明確にしてカリキュラムを考

えていくことが必要であると感じた。小中一

貫教育の目指す「育てたい子ども像」を共

有することも同様である。 

策定委員会での会議の中で、また、授

業を通して、兵庫教育大学大学院 教授 

溝邊和成先生から多くのご指導をいただ

いた。その中でも、わたしにとって、一番の

学びであったことは、「互恵性のある連携

活動をするための授業改善」についてであ

る。相手意識や目的意識を明確にし、1

時間の見通しを持てる授業、子どもにとっ

て活動しやすい環境構成の工夫には、

様々な要素があった。材料をおく場所や

試してみる場所の設定、ほどよい広さや空

間、活動のあしあとの可視化、子どもの活

動を促すための教師の言葉かけやサポー

トの仕方、子どもの活動を十分保障する

時間配分、1時間の流れがわかる板書の

工夫、評価の観点などである。授業の最

後に、小学生は「作って何に気づいたか。

どんな工夫ができたか」について、幼稚園

児は「どんなものが作れたか。」について

振り返りをすることが、次の活動への意欲

につながっていった。 
 

 0歳から15歳までの切れ目ない質の高

い教育を進めるうえで、「伝え合う言葉の

力」を育てることの大切さを再認識した。

体験を通しての気づきを友達と交流する

ことで学びは深まる。幼児期から、その子

ならではの気づきや豊かな感性を育てる

こと。そして、小学校では、気づきの質を

高め、自分の思いや考えを筋道立てて話

せたり、豊かな言葉で表現できたりする力

を育成することが、すべての学習を支える

基盤となり、中学校へと接続していく。この

ような幼児期からの積み上げが、新指導

要領の目指す 「主体的・対話的な深い

学びの力の育成」につながっていくのだろ

うと感じた。 
 

【溝邊和成会長より（兵庫教育大学大学

院教授）】 

 『カリキュラム』というものを考えた時、カ

リキュラムとは『学びと育ちの白地図』だと

考えてはどうだろうか。その『白地図』に色

が塗られた結果が、ドキュメンテーションで

はないかと考える。 

 接続カリキュラムを作成するにあたり、当

初は保育所・幼稚園と小学校の接続の部

分だけを考えていた。しかし、話合いの中

で、0歳から15歳までの切れ目のないカリ

キュラムを作ることで、生涯学習社会を生

きていく子どもの姿になっていくのではない

か、ということになった。 

 ０歳～15歳までの切れ目のないカリキュ

ラムを作っていくうえでは、保育所・幼稚

園から小・中学校の先生までが参画して

話し合いを行うことが大切であり、そのこと

により、カリキュラム策定に向けた取組が、

進歩してきたのではないかと考える。 

 この記録(事例)は、『白地図』に色が付

き、形を変えて姿を現したものであると言

える。これがカリキュラムのベースになって

いく。 

 ドキュメンテーションを作成するうえで

は、独りよがりになるのではなく、必ずリフレ

クションつまり、カンファレンスを伴わせて

考えていくことが大切であると考える。 

 その場合、ドキュメンテーションに欠かせ

ない写真をどう見るか、どう撮ってきたかと

いうことや、子どもの姿(行動)、出てきた言

葉、心と体を見ていくことが大切である。 

 子どもが作っている作品、例えば砂遊び

の際にスコップで掘った穴ですら、子ども

の思考の流れがあったり、思いがあふれ

ているということをどれだけ読み取れるか

が大事ではないか。 

 時系列で語られているかが重要であり、

隣接学年でどう動いて、どう育っているか

という視点で掘り下げると連続したカリキュ

ラムになるのではないだろうか。 

 

事例 
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が、遊びが停滞している時のヒントやきっ

かけ作りであり、子どもが関わっている不

思議なこと、おもしろそうなことがどうしたら

発展するか？こういう道具を使ったら、こ

れとつなげたらおもしろいなど、保育者が

働きかけていくことも大切ではないか。 

 どこかの園の音遊びに、いらなくなった楽

器の上にビー玉を転がして、太鼓に当てる

というものがある。大胆だがそういった発想

やおもしろさ、不思議さ、直感を大切にし

て欲しい。 

(北)杓子定規にではなく、子どもと一緒に

作ることや、保育者も楽しく、発見があるこ

とが大切であり、これがカリキュラムマネー

ジメントにつながると考える。 
 

(北）園長のリーダーシップとして、園をどう

変えていくか、何を目指すのか。補助金の

あり方等、条件の中で考えていってはどう

か。建物改修や庭の改造等、行政は、

リーダーシップを後押しすることが大切だと

考える。 

(無)新制度から平行しての改革によって、

行政の役割は、遥かに大きくなり、その施

策や体制によって格差が広がったと考え

る。行政の担当者は、幼児教育をわかっ

ている人が望ましいのではないか。 

 0～15歳の教育全体に、舞鶴市が責任

を持つことが大切であり、幼保、公私、幼

小、小中と色々な枠を越え、接続、一貫、

校種間接続、幼保対立、地域分断など、

違いを越えていかなければならない。具

体的な連携の場を作るカリキュラムを提

供し、現場で活かすことが大切だと言え

る。 

 市長が乳幼児教育センターを作ると

おっしゃった。一番大切なことは、公私種

別を越えた研修。全ての保育所・幼稚園

が関われるようにし、センターの研修に参

加できるようにすることが大事ではない

か。

(北)行政が拠点を作ることが大事だと考

える。 

今日のフォーラムに全国から参加された

方々には、それぞれの地域での改革の方

向性が得られたのでないか。 

(無)ドキュメンテーションとは、イタリアの

レッジョエミリアから広がった。普通の言葉

でいうと、保育を記録しそれを共有するこ

と。 

 保育を記録し、保育者間で見せ合い、

保護者や子どもに見せ一緒に考える。専

門家だけの中でやっていたことが、保護

者、子どもへと広がってきた。 

 子どもの言葉は記録しやすいが、写真を

使うことで、まわりのものが見える。「穴を

掘っている」という言葉だけでは解らない

が、写真を使うことで、状況や環境がよく

解る。自分の言葉や関わりを録音し、音

声記録をパソコンで操作すると、3時間を

もっと短い時間で聞くことができる。 

 自分の声、子どもの声が入ると、だいた

い何をやってのか解る。意外と自分の記

憶と違ったりするもので、自分がいかに喋

り過ぎているか、また、子どもが自分に喋り

かけていることに、気付いていないかが解

る。ドキュメンテーションとは、そこで起きて

いることを拾い出し、子どもと共有し、振り

返り、この先何をするか考え、相談するこ

とである。 

 今日の発表では、そこでの学び、分析を

入れるものになっている。カリキュラムに対

応させること、ねらいを示すこと、その日そ

の日の子どもに合わせることが大事であ

る。ドキュメンテーションに出てくる子どもの

実際を、全体計画と合わせ、ドキュメン

テーションを分析し、学びを取り出すことが

大切である。 

(北)現象である実践は、活字記録のみで

はなく、写真によって環境や多くの情報が

共有できるのではないか。  

「子どもが～した」「～と言った」「～な育

ち」といったことや保育士の意図、5領域、

10視点からの育ち・学びまでは書けてい

る。今後は、教師の援助や具体的な関わ

りも書いていくことが課題ではないかと考え

る。 

 

(無)「育みたい資質・能力」「１０の姿」を保

育を見直す道具として使うと、整理しやす

く見やすくなる。 

 「誘い水」というおもしろい表現があった

(北野先生（以下：北）)舞鶴市の｢研修に

携わらせていただき6年になります。いつも

「保育は実践から」と言っていますが、公

開保育のありかた、方向性について教え

て下さい。 

(無藤先生（以下：無）)公開保育は、園以

外の専門家に見てもらうことであり、それを

めぐって話し合うこと。 

 自分でやっていることは、自分で見えな

いものである。前提として、違うクラス、年

齢で見あって話し合い、園内で共有する

こと。これ自体忙しい中おこなうのは難し

い。１～２時間見合うのは難しいが、交代

で20分ずつ見るなど工夫するとよい。まず

は何があったか、見ているのと違うことが

ある。同じ事をメンバーを変えて何度も重

ね、見せるだけでなく見る側にまわる。こ

れらを素材に語り合い学び合う。立派な

保育を見せるのでなく、荒探しでなく、欠

点や不十分な点をお互い見合う。子ども

が30人いたら一人一人のつぶやきは見

逃すこともあるが、何とかなるのは、環境

が充実しているからではないか。 

 私は見る側であり、現場から来たのでな

く、保育はできない。しかし、傍から見てい

る方が色々解ることもある。保育は環境の

力が大きいが、それだけでは育たない。 

 私は助言者であり、それをめぐって語り

合う。意見が正しい、正しくないでなく、

色々と思いをめぐらすことで、自分とは違う

視点、当たり前がそうでなかったり、意識

せずにやっていることが良かったり、違う捉

え方もある。それが公開保育である。 

(北)公開保育のスケジュール以上に公開

保育を希望する園が増えていることを嬉し

く思う。同僚性の高まりを感じ、チームとし

ての育ち、一体感、尊敬し合うことにつな

がると考える。 

 研究者は、「私だったらこう見る、こうす

る、なぜなら子どもが～していたから、～

と言ったから」と構造的に物を考える習慣

がある。要するに、構造的に考えることが

ポイントではないか。 

 

 ドキュメンテーションの研修では、「キャリ

ア別」に開催したり、記録の中に見られる

指導・助言 

                                                                               白梅学園大学大学院 特任教授 無藤 隆    先生 

                                                                               神戸大学大学院    准教授   北野 幸子 先生 

・子どもが園に来てから帰るまでに出会う

物全てが教材という話が印象的で、子ども

達が身近な環境に関わりながら遊び込め

るよう、意図的、組織的に保育を進めてい

けたらと思う。 

・小学校での学習に入る前の乳幼児教育

について、連携活動に取り組むまでは、深

く考えることがなかった。 どちらかという

と、家庭教育のあり方で考えることが多

い。 保幼小での資質、能力を身に付ける

ための「10の姿」については、あらためて

じっくりと読み深めたいと思った。 

・保育指針等の改訂にもとづいた幼児教

育について知ることができた。 「１０の姿」

については充実感や見通し、気付きなど

小学校につながる具体的な姿であること

を知ることができた。 これらは小学校教

育に携わる者が、認識、意識すべきもの

であると感じた。 

 

【市外保育所・幼稚園・認定こども園】 

・教育要領の改訂の基本的な考え方、見

方を分かりやすく教えていただいた。 幼

児期の教育が小学校以降につながってい

くことを意識し、今、何が育とうとしているの

か、明確なねらいを持ちながら進めていこ

うと思った。 

・教育要領や保育指針の改訂のポイント

について改めて学ぶことができた。幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿は乳児期

から始まっている、と言う言葉が印象的

だったので乳児期からの保育に励んでい

きたい。 

・今後の幼児教育の在り方について、とて

も分かりやすく学ばせていただいた。 幼

児教育は小学校以上の学校教育につな

がる基礎にあたり、その基礎をしっかりと築

いていけるようにしなければならないと改

めて感じた。 子ども達が主役であり主体

である生活、遊びが展開できるように、環

境構成であったり、意図的な援助や配慮

が大切だとわかった。 

 

【行政・大学関係者】 

・子どもが関わるまわりの環境すべてが教

材であることを再確認した。現場にも伝え

ていきたい。 

・新教育要領の基本的な考え方を改めて

学ぶことができた。10の姿についてさらに

詳しく知りたいと感じた。 

・大変わかりやすくお話いただき、今後目

指すべき方向性について学ぶことができ

た。  

【市内保育所・幼稚園・小学校】

・自然環境は、そのままでは“環境”とは言

【市内保育所・幼稚園・小学校】 

・幼児教育の大切さ、幼児教育がいかに

その後の人生に影響するのかがよく理解

できた。 幼児期の大切さを社会全体で

共有する中で、保育者の役割が見直さ

れ、質の高い保育が行われるようになっ

ていくと思う。その為に保育者の研修が大

切であると感じる。 保幼小連携が進んで

行く中で、教育観そのものの見直しが図ら

れ、教育全体の質の向上に結び付いてい

くことを願う。 自然物があるだけでは環境

とは言えず、それをどう子どもの育ちに結

び付けるか、働きかけるかが保育の仕事

であると思った。 

・小学校以上の教育へと繋げていくため

に、乳幼児期に様々な経験や実体験が

必要なのだと改めて思った。子どもが興味

を持った時に、寄り添い共感したり、さらに

深めていけるような言葉掛けを意識して、

保育をしていきたいと思った。 

・幼児教育について、ポイントを学ばせて

頂いた。環境の大切さ、その環境に主体

的に関わっていける、また主体的な関わり

を引き出していくことが保育士の役割とし

て、子ども達の学びや育ちに関わっていけ

るようにしたいと思う。 

・保幼が同じ指導のもと、小学校に就学し

ていくことの大切さ、そのためには、乳児

期における活動経験や感性を育てること

の大切さ、初めて子ども達が出会う事象、

出会って心を動かされる体験を多く持て

るようなカリキュラム作成の大切さ、保育

者自身の感性を磨くことの大切さを改めて

感じた。 

（１）特別講演について 

（２）報告会・ドキュメンテーション展示

えず、それを保育者が意図的に構成する

ことが大切であることが分かった。遊びの

材料の質と量を豊かにし、活動する子ども

の主体性を大切にしていく姿勢も学んだ。

没頭し遊ぶ環境作りの大切さ、子どもの遊

びの中からさらに発展的遊びにつながるよ

うに、保育者が常に環境設定していく大切

さを学んだ。子どもの育ちを職員間で共有

することが大切であり、そのことが職員間

で常に話題となる雰囲気が大切。 

・遊びの没頭と停滞というどこにでもあり得

る様子を見極める保育士の目や、そこに

エッセンスを加えていく職員間の話合い

等、他園の報告を聞いて自分の保育をふ

り返ることにつながった。 

・保育所は、ひとりひとりの子どもが思いを

実現できる場であるために、保育者の役

割は、色々な分野の専門性を学んでいく

必要があるのだと感じた。特に、環境作り

はとても重要で遊びの経過過程の中で、

常に見つめ直し、工夫していくために、保

育者間の連携も大切であり、そのために

時間も必要で有効に使っていかなければ

ならないと思う。 

・園によって恵まれた環境は違うが、良い

所、取り入れられる所は真似していきたい

と思った。また、子どもだけでなく、保育者

も楽しむことも大切で「共感、共有」が大

切だと思った。 

・5領域、「10の姿」の分析等、保幼の先

生方が日々子どもを捉えるにあたって、記

録をとったり、交流をしてこられていること

を知った。保幼小の交流に向けて、もっと

子どもの姿を一緒に話していくことが必要

だったと反省する。 

・保幼の先生方の考え方や保育のあり方

が変わってきており、子ども達の遊びや学

びが変化してきている様子が分かった。 

ドキュメンテーションについては、資料作り

など大変だと思うが、これをもとに教員同

士だけでなく、保護者との連携もでき、よ

い取組だと思う。 

 

【市外保育所・幼稚園・認定こども園】 

・生活科担当と5歳児担当とが、連携・交

流の部会を共同の場として位置づけてい

る市の取り組みはよいと感じる。H30年度

からの保幼の接続カリキュラムや「10の

姿」がつながる工夫と、H31年度からの小

学校のスタートカリキュラム作成や実践に

向けて我が町も模索中である。是非とも

参考にさせていただきたい。 

・今回の発表、助言の中で「公開に後悔

ない効果あり」という言葉が胸に響いた。

常に子どもの姿で評価するという姿勢を学

んだ。 保幼小中の先生が一緒に研修す

る機会を持つことはすばらしいと思った。

 本市では年度毎に、事業のまとめとし

て、各研修の実施内容や、公開保育・授

業を実施いただいた園・校の取り組みを報

告し参加者の皆さんと情報や学びを共有

するとともに、1年の事業を振り返り、学び

を深めることを目的として、報告会を開催

しています。 

 今年度は市外の各関係機関の皆様にも

ご案内をし、「乳幼児教育フォーラム」を

開催しました。白梅学園大学大学院 無

藤 隆 特任教授をお招きし、指針・要領

等の改定(訂)のポイントやこれからの乳幼

児教育について、ご講演いただいたり、本

市の取り組みについて、その成果等を報

告することで、参加者の皆さんとともに学

び合い、乳幼児教育への理解を深めると

ともに、質の向上を図るための体制作りに

ついて考える機会となったことが、アン

ケートからも伺えます。 
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小さい規模からでも始めてみたいと思っ

た。 

・市全体で公私問わず、保、幼が同じ方

向性を持って、研修を進められていること

が素晴らしい。子どもにとってとてもよいこ

と。 保幼小の小学校区単位での交流は

単なる活動の交流でなく、互恵性のあるも

ので、教員同士の学びとなっていて、自園

の交流とは全く違うと感じた。 

・ドキュメンテーション、環境構成の工夫、

学ぶことがたくさんありすぎた。自園では、

ドキュメンテーションを始めたばかりだが、

まず、1歩、頑張りたい。保幼小連携、事

例作成から始められた事に驚いた。小・中

の先生も巻き込んで、子ども達の姿に目

を向けることは素晴らしいと思った。「015

カリキュラム」を作られる柔軟性も見習い

たいと思う。 

・公開保育後の研究会の持ち方（グルー

プワーク）を工夫していきたい。 保護者へ

の発信の仕方について参考になった。 

環境の工夫がなされていて、子ども達が

主体的に遊んでいる様子がよく分かった。

園の環境構成を見直し、保育環境を工夫

していきたいと思う。 

【行政・大学関係者】 

・接続カリキュラムが必要だと思いながら

も、どうやって作っていけばよいか、どうい

う場で（自治体、現場？）作っていくべき

か、迷っているところ。舞鶴では連携活動

をすべての地域で実践されていて、指導

案作りなど、保幼小の話し合いの場がある

ことがお互いを知ることになり、カリキュラ

ムにも活かせていけると感じた。 

・ドキュメンテーション研修の在り方や効果

を知り、本市でも取り入れていけるとよいと

感じた。また、自治体がすべきことを示し

ていただいたことを、検討していきたいと思

う。              

・具体のある幼小連携、015カリキュラム

について大変参考になった。ドキュメン

テーションのあり方や見方、活用の仕方に

ついて、理解を深めることもできた。 

 

報告会では、実際に公開保育・授業をし

ていただいた園・校の先生方からの報告

や公開後の変化や効果などについても具

体的に伝えていただき、講師の先生方か

らの指導・助言を直接聞くことで、参加者

の皆さんの理解がより深まったように感じ

ます。 

 

市外参加者の皆さんからは、市全体で乳

幼児教育の質向上に取り組んでいること

や、研修の方法（公開保育・グループワー

ク等）や効果を知ることができ、参考にした

い。といったご意見や、市全体で保幼小

連携に取り組んでいる方法や保幼小接続

カリキュラムについても評価をいただきまし

た。 

平成29年度　公開園・校指導案
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